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要約 今日, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)に関する研究は,臨床心理学の領域においてのみならす,精

神医学や心身医学などの領域においてもさかんに行われている。本論文では, Anorexia nervosa (神経性食欲

不振症)の背景要因とその治癒プロセスについて「女性性」の観点から臨床心理学的に考察し, Anorexia

nervosa (神経性食欲不振症)においては,元来,源を一にしていた女性性の二つの側面が切り離された状態

を呈しており,その両者が新たな形で再び結びつくことが治癒のプロセスとして必要不可欠であると結論づけ

た。そして,切り離された女性性の二側面が再び結びつく様相について,神話のモチーフを援用し,試論を展

開した。

また,本論文では, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)が時代の影響を強く受けた疾患であることや女

性に多く見られる疾患であることを考慮し, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の発症とその治癒過程を,

現代女性に課せられたイニシエーションとパラレルであると想定し,常に,現代女性のイニシエーションとい

う視点から理解する試みを行った。
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1。はじめに

今日, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)を含

めた摂食障害に関する研究は,臨床心理学の領域にお

いてのみならず,精神医学や心身医学などの領域にお

いても,さまざまな観点からさかんに行われ,多くの

研究者たちの関心を引いている。また,摂食障害が女

性に多い疾患であり,現代社会において増えつつある

ことに注目し,社会文化的背景を考慮した女性学から

の研究もある(浅野, 1996など)。さまざまな角度か

らAnorexia nervosa (神経性食欲不振症)の研究が行

われているという事実は,この疾患の多様性を示唆し

ており,さらに, Anorexia nervosa (神経性食欲不振

症)の診断基準がDSM-mからDSM-ⅢR, DSM-IV ,

へと至る間に改変が見られることからは,時代の流れ

とともにこの疾患のあり方が流動していることを裏付

けている。中村(1997)によると,現在,精神医学や

臨床心理学の領域においては, Anorexia nervosa (神

経性食欲不振症)は単一の疾患としてではなく症候群

として捉えることが一般的であり,「食思不振症,過

食症は病因的にも症状的にも単一ではなく,異種類の

ものが集まった複雑な障害である」(Emmett, 1985)

と言う。こういったAnorexia nervosa (神経性食欲不

振症)の多様性を踏まえたうえで,本論において,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)を具体的にど

のような視点から臨床心理学的に考察するかについ

て,諸家の見解を踏まえつつ,以下に述べる。

斎藤(2000)は, Anorexia nervosa (神経性食欲不

振症)を含めた摂食障害について,「摂食障害は決し

て特殊な病的な人にだけ生じる異常な現象ではなく,

ある状況下では人間の誰にでも生じうる普遍的な現象

である」と述べている。そして,人が人生において行

き詰まり,魂の喪失の危機がもたらされたときに,そ

の事態を救うために拒食症という症状が引き起こされ

るという。斎藤(2000)は,主としてユング心理学の

知見に基づいてAnorexia nervosa (神経性食欲不振症)

をこのように捉え,このプロセスを,「病的に見える

過程であると同時に救済と変容の過程であり,一種の

儀式的進行の過程である」と言い,それを「イニシエ

ーション」であると結論付けている。この疾患が誰に

でも生じうる普遍的な現象であるかどうかまでは分か

らないにせよ,これを個人のイニシエーションと捉え

る見方は,筆者の少ない臨床経験に照らしてみても首

肯できるところである。又このことに加えて,上述し

たように, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)が

時代の影響を受けた疾患であり,女性によく見られる

ことを考慮すると,この疾患を現代社会における女性

のイニシエーションという視点から捉えることもでき

るであろう。実際, Woodman (1985)やShorter
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(1983), Spignesi (1983)らも豊富な臨床経験に基づ

いて,それぞれユニークな観点から示唆に富む見解を

示しつつも,その根底には,この疾患を現代女性のイ

ニシエーション(但し,西洋社会における)と絡めて

考察する姿勢が貫かれている。彼女たちが指摘する現

代女性のイニシェーションとはどのようなものであろ

うか。 Woodman (1980)やShorter (1983),さらに

彼女たちと同様の観点から現代女性のイニシェーショ

ンについて述べているPerera (1983)の言葉をもとに

その概略を示すと,次のようになる。

まず,現代は父権制の時代であり,そこで生きてい

る現代女性は「父の娘」と呼ばれるという。彼女たち

は,与えられた父権的な価値観をそのまま生きること

で良いペルソナを保ってきたが,一方で,本来女性た

ちが持っていたはすの豊かな女性性の本能やエネルギ

ーを拒み,それらを犠牲にしてきたという。したがっ

て,女性性の根源と精神を回復させるためには,父権

制のもとでの精神的な娘としてのアイデンティティを

捨てて,女神の精神の内へと下降し,女性性の力と熱

情を取り戻すことが必要であり,これが,現代女性に

課せられたイニシェーションであるという。つまり,

「父の娘」たちは父権的な価値観によって傷つけられ

ており,その傷の癒しは,本来女性たちが有していた

はすの「女性性の根源と精神」から生じるというので

ある。そして, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)

の背景にも,このような現代女性のイニシェーション

が託されており, Anorexia nervosa (神経性食欲不振

症)の治癒過程には,父権的価値観による傷つきを実

感し,女性性の力と熱情を取り戻すことでそれを癒し

ていくことが必要不可欠であると考えられている。

したがって,本論においても,こういった見解を踏

まえて, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)には

現代社会における女性のイニシェーションが託されて

いる,と考えたいと思う。そして, Anorexia nervosa

(神経性食欲不振症)が引き起こされる背景要因とし

て最もよく指摘される「母娘関係の歪み」を端緒にし

て, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性及

び「父の娘」と呼ばれる現代女性が抱えている問題と

それへの取り組みについて,「女性性」の視点から考

察したいと思う。

具体的な論文構成としては,まず,①Anorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の背景要因としてこれ

まで最もよく指摘されてきた「母娘関係の歪み」に関

する諸研究に触れた後, Anorexia nervosa (神経性食

欲不振症)の女性たちが語る母親のイメージを「厳し

く容赦のない母親」であると定義する。そして次に,

②この「厳しく容赦のない母親」を通して, Anorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちのこころに

内在化された「厳しさや容赦のなさ」が, Woodman

(1980)やSorter (1983)らによって,これまで否定
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的な男性(否定的アニムス)いう視点から捉えられて

きたことを踏まえた上で,③否定的な男性(否定的ア

ニムス)によるものと考えられてきたAnorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちのこころに

内在化された「厳しさや容赦のなさ」とは,実は女性

性に纏わるものなのではないか,という仮説を提言す

る。 Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)とは,彼

女たちがダイエットなどを通して拒絶しようとする

「女性としての成熟した身体」という女性性の一側面

と,彼女たちがダイエットをすることでその身体を傷

つける際に見せる「厳しさや容赦のなさ」という女性

性に纏わるもう一つの側面が対峙している状態であ

り,これらは,本来は源を一にしていたにもかかわら

す,現在は二つの側面に引き離された状態にある。し

たがって, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の

治癒過程では,その二側面が今後新たな形で結びつい

ていくことが必要であり,それは同時に現代女性のイ

ニシェーションとパラレルではないか,という筆者の

試論を述べる。最後に,④一旦引き離された女性性の

二側面が再びどのように結びついていくのか,そのプ

ロセスについて考えるために,ギリシヤ神話のデーメ

ーテールとベルセポネーの物語を参考にして,物語の

流れから,両者が結びついていくプロセスを検討する。

ところで,本論では, Anorexia nervosa (神経性食

欲不振症)に関する臨床心理学的な考察を行う際,ユ

ング心理学の知見をベースにしつつ,適宜神話のモチ

ーフを援用したいと思う。臨床心理学的研究において,

神話を用いることについてひとこと前置きを述べる

と, Jung (1936)は,人間には個人的な性質を帯び

た意識的・無意識的なこころの部分以外に,集合的・

非個人的で著遍的な心の領域があると言い,これを

「集合的無意識」と呼ぶ。この果合的無意識は,夢や

精神病者の妄想などを通して様々なイメージを送り込

むが, Jung (1936)は,その内容が神話や昔話と極

めて近いものであることに気付いて,神話学や宗教的

儀礼についての研究を重ねたのである。したがって神

話には,人々のこころに大きく影響を及ぼしている果

合的・元型的なイメージがあふれており,その中に登

場するひとや語られるエピソード,物語の流れからは,

ある時代が集合的に抱えている病や人々のこころのあ

り方,そしてそれを癒してゆく方向性などについて多

くの示唆が得られるのである。

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)に関する臨

床心理学的研究において,現代女性のイニシエーショ

ンという果合的な視点から考察する試みは,どちらか

といえば少数であるだろうし,このような観点からの

論述は,臨床的な有効性は低いかもしれない。しかし,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)が時代の影響

を強く受ける疾患であると考えるならば,このような

観点からの臨床心理学的考察の試みは,現代を生きる
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人が抱える問題や現代社会の病理について考えること

に繋がると思われる。また,このような集合的な観点

からの考察も,個々の臨床事例に携わるときに,個人

の病の背景にある時代の病を意識することで,事例に

対する見方が相対化されたり,より多様な見方が可能

になったりするであろう。

最後に, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の

診断名についてだが, Anorexia nervosa は,神経性食

思不振症や神経性無食欲症などと呼ばれることもあ

る。また一般的に, Anoreχia nervosaでは,こういっ

た拒食症状に過食症状が伴い,その両者が反復的に繰

り返され,これをひっくるめて摂食障害と呼ぶ。DSM-

IV(精神疾患の診断・統計マニュアル)にも,摂食障

害の項目には神経性無食欲症と神経性大食症の二つの

名称が記載されている。しかし本論では,煩雑さを避

けるためにもAnorexia nervosaという原語をそのまま

用い,その邦訳として最もよく用いられ,また一般的

な表現であると感じられる「神経性食欲不振症」とい

う名称を括弧の中に付することで統一した。

2。「母娘関係の歪み」について

中村(1997)や田多(1992)も指摘しているように,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の背景要因と

して,母娘関係の歪みを指摘する声は多い。 Woodman

(1980)も「女性が摂食障害にとりつかれている場合,

父親コンプレックスよりもっと重大なものは,母親コ

ンプレックスであろう」と述べている。また,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の研究者とし

て有名なBruch (1978)は, Anorexia nervosa (神経

性食欲不振症)の患者の根底に,身体感覚認知の歪み

などいくつかの特徴を指摘しているが,そういった問

題が引き起こされる背景には,母親の不適切な養育が

あると述べている。 Orbach (1978, 1990)によると,

母親が娘の依存と自立をめぐる欲求をうまく受け入れ

ることができす,娘が基本的な信頼感を得られないこ

とが, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)を引き

起こす背景にあると言う。そして下坂(1983, 1988)

は,娘が大人の女性へと成長していく過程において母

親が良い導き手となれす,その結果,女性として性的

に成熟した身体を拒否することに繋かっていくと述べ

ている。 Shorter (1983)も,「食思不振症にかかって

いる女性は,自分の生みの母,さらには自分が母親に

なること,マザーリングに抵抗する。…(中略)…肉

体的な面において,母性の拒絶は明らかである。彼女

は,身体をやせ衰えさせ,無月経となり,いかなる女

性らしい外形の痕跡をも抹消しようとする」と述べて

いる。

これらの見解からは,母娘関係の歪みはAnorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性によく見られる

現象だと言えそうであり,確かに筆者の臨床経験にお

いても, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女

性は母親との関係に葛藤を抱く人が多く,母親に対し

て否定的なイメージを抱いている印象がある。そして

そのことが,自らが女性として性的に成熟した身体に

なっていくことを拒否することにも繋がっているよう

である。但しこれは, Anorexia nervosa (神経性食欲

不振症)の女性の母親が実際に否定的であるというよ

りも,彼女たちが認知している母親が否定的である,

と考えたほうが良いように思う。中村(1997)も,

「母親の人格特性と神経性食欲不振症の発症との短絡

的な関係づけには慎重でありたい」と述べている。実

際の母娘関係における問題を排除するつもりはない

が,個人としての母親のみを問題視するよりは,より

集合的な母親イメージをAnorexia nervosa (神経性食

欲不振症)の女性たちが否定的なものと捉えていると

考えたほうが適切と感じられるし,また実際,母娘関

係の歪みのみならず,その他の多くの要素が絡み合っ

てAnorexia nervosa (神経性食欲不振症)が引き起こ

されているケースが多いように思われる。

しかしいずれにせよ, Anorexia nervosa (神経性食

欲不振症)の女性たちによって「語られる母親」が否

定的なものであるということは言えそうである。

Woodman(1980)のAnorexia nervosa (神経性食欲

不振症)に関する調査研究によると, Anorexia

nervosa(神経性食欲不振症)の女性の多くが,白身

が抱く母親のイメージとして,「厳格さ」や「容赦の

なさ」,「怒りのすさまじさ」などを挙げている。つま

り, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性た

ちにとって,「厳格さ」や「容赦のなさ」,「怒りのす

さまじさ」は,母親のイメージとして比較的共通した

ものだと言えるだろう。 したがって本論では,

Woodman (1980)の調査結果を参考にして, Anorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性が語る母親の特

徴を,より一般的な言葉で簡潔に,「厳しく,容赦の

ない母親」と表現したい。そして次節では,この「厳

しく,容赦のない母親」について,さらに,このよう

な母親を通してAnorexia nervosa (神経性食欲不振症)

の女性たちのこころに内在化された「厳しさや容赦の

なさjについて考察したい。

3。「厳しく容赦のない母親」と否定的アニムス

Woodman(1980)によると, Anorexia nervosa

(神経性食欲不振症)の女性たちは,「厳しく容赦のな

い」母親との原初的関係において,母親から安定感を

与えられなかったために,怯えた自我は自らの本能的

欲求を表現することが出来ず,その代わりに,攻撃性

と防衛機制でなんとか身を保っているという。そして,

母親の「厳格さ」は父親の完全主義的な基準と一緒に

なって,彼女たちの本能的欲求や感情を徹底的に押さ

えつけてきたのであり,母親の徹底的な厳格さは父親
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の完全主義性という一種の否定的アニムスと渾然一体

となっていると述べている。 Woodman (1980)をは

じめShorter (1983)らも,母親の「厳しさや容赦の

なさ」を否定的アニムスと混同し,それと同一と捉え

る傾向があるように感じられる。そして,母親の「厳

しさや容赦のなさ」は, Anorexia nervosa (神経性食

欲不振症)の女性たちのこころに受け継がれ,内在化

されると考えられているようである。ちなみに,アニ

ムスとはユング心理学における用語で,女性のこころ

の中にある男性的側面であり,ロゴスの原理を司ると

言われるが,アニムスとの同一化は,F女性を硬化さ

せ自説を曲げぬ議論好きに仕立て上げる。](桑原・山

口, 1987)と指摘されている。

Shorter (1983)は,母親を通してAnorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちのこころに

内在化された否定的なアニムスの影響について,「パ

ーソナリティ統制をアニムスが侵害している」と言い,

彼女たちのすさまじいダイエットにも,母親を通して

内在化された「厳しく容赦のないところ」が感じられ

ると指摘している。 Woodman (1980)も,「すさまじ

い意志の力によるダイエットは男性的な道である」と

言い,そこにはやはり否定的なアニムスの影響力が指

摘されている。筆者の臨床経験においても,ある

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性は,

「~しなければならない,~すべきである,という価

値観の中でずっと生きてきた。もうウンザリである」

と語りながらも,強迫的に「痩せなければならない」

と体重減少を図り,そのやり方には,「厳しさや容赦

のなさ」がひしひしと感じられた。

しかし, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の

女性たちのこころに内在化された「厳しさや容赦のな

さ」は,本当に,否定的なアニムスによるものとして

のみ捉えることができるのだろうか。確かに,彼女た

ちのダイエットやその他の言動からは「厳しさや容赦

のなさ」が感じられる。しかし,それを否定的なアニ

ムスと混同し,その視点からのみ捉えてもよいのであ

ろうか。結論を先に述べると,筆者はそう考えていな

い。なぜなら,この否定的アニムスという,いわば男

性的なイメージの背後には,極めて女性的な存在があ

るという臨床的根拠が得られているからである。つま

り,心理療法の中で, Anorexia nervosa (神経性食欲

不振症)の女性の幾人かは,「もっと痩せて身軽にな

らなければならないと私に迫るのは,なにか女性のよ

うな存在である」(傍点筆者)と語っているのである。

もちろんここでいう「女性のような存在」というのは,

実在する人ではなく,彼女たちが感じている,目には

見えないイメージや,また,夢の中に登場してくる女

性像などを指している。しかしそれにしても,この事

実をどのように捉え,考えたらよいのであろうか。彼

女たちが「女性のような存在」と語ったことから明ら

かなように,彼女たちのダイエットの様子などから感

じられる「厳しさや容赦のなさ」には,「女性性に纏

わる何か」が込められているのではないだろうか。つ

まり,従来,否定的な男性(アニムス)の視点から捉

えられてきたものの中には,生かされるべき「女性性

に纏わる何か」が含まれているのではないだろうか。

この「厳しさや容赦のなさ」こそ, Perera (1983)た

ちが,現代女性が取り戻さなければならないところで

ある,と指摘する「女性性の力と熱情」の一部にも通

ずるように筆者は感じている。

4。女性性に纏わる何か一引き裂かれた女性性の

二側面-

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たち

の言によると,体重を落とすようにと迫る「女性のよ

うなな存在」は,「もっと身軽になるように」と彼女

たちを促し,彼女たちが痩せて身軽になると,さらに,

「もっと痩せてもっと身軽になって,もっと高いとこ

ろまで上るように」と促し,その要求は際限がなく

白散底的」に続くという。また,あるAnorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性は,道端で毛が

ボロボロのノラ猫を見たときに,「たとえあんな風に

ボロボロになっても,自分の足で自由に生きることが

できたら…と思ったjと語ったことがあったが,この

言葉は,筆者にとって大変印象的であった。つまり,

双方とも,身を削ることで(あるいは,身を削ってで

も),身軽に自由になることを求めていると言える。

Spignesi (1983)は, Anorexia nervosa (神経性食欲

不振症)を,女性が食物,身体,生殖という物質的世

界に伝統的に縛られてきたことへの反旗のしるしであ

り,それは,フェミニズム運動などとも符合するが,

女性が男性と社会的に平等になったり,男性の真似を

したり,女性を高みにあるすばらしいものであると定

義したりすることにはあまり意味がないと述べてい

る。このことをもう少し一般的に述べると,女性にと

って本当に必要なのは,働く女性であるとか子どもを

育てる母親であるとか夫に対する妻であるとかいう

「規定」を外れた一人の個としての存在が認められる

ことではないか,と言うことが出来るだろう。そして,

「もっと痩せて身軽になるように」とメッセージを送

るのが「なにか女性のような存在」であることからも,

徹底的に体重を落とすという「身体を傷つける」方法

の是非はともかくとして,そこには,何かにいつも規

定され東縛され続けてきたことに対する「怒り」が表

現されているのであり,自由でいたいという主張が込

められているのではないだろうか。つまり,「女性性

に纏わる何か」が, Anorexia nervosa (神経性食欲不

振症)という身体を傷つけるやり方で,それを訴えて

いるのではないか,と思われるのである。ボロボロに

なったノラ猫を見て,あんなふうにボロボロになって
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も自分の足で自由に生きることができたら…と語る

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性の言葉

にはそれが感じられるし, Shorter (1983)も,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)を「女性が

世界に一人の女性として存在することの障書」である

と述べている。

また,水田(1992)は, Spignesi (1983)と似た観

点から,しかしより包括的に,女性の身体について,

以下のように述べている。

「女性にとって,いまや自分自身の身体は,最も困

難で重大なプログレマテイックである。主体がそこに

不在であるために,つまり,子を宿すが主体を宿す場

とはみなされなかったがゆえに崇められてきた女性の

身体,その身体をメタフォアとした物語を読むことを

通してのみ認識への道をかろうじて開いてきた女性

は,一方では新たな深層とされ,他方では深層を空に

して(子宮を取り除いて),女性の身体をみずからも

消費しうる商品とされながら,その物語のテキストは

不在のままなのである」(水田, 1992)。

ここには,女性の身体は崇められてきたが,一方で,

女性が身体を通してあらゆるものを感知し,世界に根

付いている存在であるにもかかわらず,その身体が主

体性を確立できない,すなわち,「主体としての身体」

を生きることができない事態が生じていると述べてい

る。女性の身体が崇められてきたことの背景として,

水田(1992)は,女性の身体の子を産むことができる

という点を指摘しているが,まさにこれこそが,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちが

拒否していることである。

このことから, Anorexia nervosa (神経性食欲不振

症)の女性たちの試みには,崇められた身体一つまり,

客体としての身体-を生きることへの拒否が表されて

いると言え,彼女たちは,自らの身体を拒否し,カリ

ガリにやせ細るなかで,押し付けられた身体性を生き

なければならないという現状に反旗を翻しているのか

もしれない。カリガリにやせ細ることが正しい方法で

はないにせよ,彼女たちの叫びからは,何ものにも属

さない,あるいは何ものからも属されない,私自身で

ありたいという思いがひしひしと伝わってくるように

思われる。

Woodman(1980)は,「すさまじい意志の力による

ダイエットは男性的な道」であり,そこには否定的な

アニムスが影響を及ぼしており,「拒否された身体は

女性性からの今日的な疎外」を表していると言うが,

筆者は,極端なダイエットや身体をいじめようとする

姿勢そのものにも,否定的なアニムスばかりでなく,

彼女たちが見せる「厳しさや容赦のなさ」,「怒り」な

どを通して,「女性性に纏わる何か」が姿を現してい

ることが感じられるように思う。 Perera (1981)は,

現代女性が失われた女性性を取り戻す過程において
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は,「扱いきれないほどのエネルギーの爆発」がある

と述べているが,このような激怒の様相などはまさに,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちが

見せる「厳しさや容赦のなさ」,「怒り」に通じるもの

であり,従来,否定的なアニムスの仕業とされてきた

ものの中にも,取り戻すべき女性性の片鱗が見え隠れ

しているように思われる。つまり,彼女たちが排除し

ようとしている「女性として成熟している身体」が女

性性の一側面を象徴していると同時に,その身体を傷

つけ排除しようとしている主体もまた,女性性に源を

発しているように感じられるのである。

しかし,たとえ彼女たちがどんなに自らの身体を傷

つけ,否定したとしても,女性は身体とともに生きて

いるのであり,女性のセクシユアリティー産む性であ

ることを含めてーを受け入れて生きていかなければな

らないのではないだろうか。 Anorexia nervosa (神経

性食欲不振症)という営みには,客体としての身体を

生きさせられることへの拒絶が感じられ,そこには彼

女たちの「厳しさや容赦のなさ」,「怒り」が噴出して

おり,確かにこれは,彼女たちが「主体としての身体」

を生きることを主張するための必然的プロセスである

とすら感じられる。しかし,過激なダイエットや過食

という身体を傷つけるというやり方に留まったままで

いると,それは結果的に,真に主体的な身体を生きる

ことには繋からないであろう。女性の身体が崇められ

ることへと繋がった妊娠や出産という営みは,決して

単なる物質的世界の出来事ではないであろうし,

Woodman(1980)によると,それは女性にとって

「霊的経験」と呼べるものであるという。真に求めら

れるのは,女性が「主体としての身体」と「客体とし

ての身体」という両義性を「主体的に」生き,その両

者を繋いでいくことなのであり(廣滞, 2002),身体

を傷つけるというやり方以外の方法で主体としての身

体を確立し,同時に,客体としての身体をも受け入れ

て生きていくことが大切であり,また,必然でもある

と感じられる。

上述したように, Anorexia nervosa (神経性食欲不

振症)の女性たちが拒否しようとしている「女性とし

て成熟している身体」という女性性の一側面と,彼女

たちがダイエットをすることでその身体を傷つける際

に見せる「厳しさや容赦のなさ,怒り」といった女性

性のもう一つの側面は,ともに女性性に源を発するも

のでありながら,なぜこのように対峙する結果となっ

たのであろうか。 Shorter (1983)は, Anorexia

nervosa(神経性食欲不振症)の女性たちが,「自己意

ゝ ゝゝ ゝ
,ゝゝ

ゝ ゝ,
識的に自然に背く作業opus contra naturam すなわ

ち物質破壊による霊魂(スピリット)の実現を担って

きた」と述べているが,ここでいう「物質」が「女性

として成熟している身体」という側面を意味し,「霊

魂(スピリット)の実現」を図ろうとして物質破壊を
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企てるのが,ダイエットなどを通して彼女たちが見せ

る「厳しさや容赦のなさ」,「怒り」といった側面だと

言える。 Shorter (1983)の言葉を参考にしつつ,仮

に,この女性性の二側面を,分かりやすい言葉で名づ

けるならば, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)

の女性たちが拒絶しようとする,女性として成熟して

いる身体という側面を「身体に根付く女性性」と名づ

け, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性た

ちがダイエットなどを通して見せる「厳しさや容赦の

なさ」,「怒り」と言った側面を「霊魂(スピリット)

に根付く女性性」と名づけることができるだろう。

本来,女性性という同じ源流を持つはずの「身体に

根付く女性性」と「霊魂(スピリット)に根付く女性

性」は, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)とい

う事態においては切り離され,対立しているとさえ言

える。このことをさらに,現代女性のイニシェーショ

ンと関連させて考えると,父権制の時代の到来ととも

に,「身体に根付く女性性」と「霊魂(スピリット)

に根付く女性性」は引き離され,地下に押し込められ

た「霊魂に根付く女性性」がこのような形で復権を叫

び求め,身体を傷つけるというやり方で,自らの存在

権利を主張しているのがAnorexia nervosa (神経性食

欲不振症)という症状であると考えることができるの

ではないだろうか。このように考えていくと,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の治癒過程に

は,二つに引き離された女性性の二側面が再び結びつ

いていく過程が託されていると考えることもでき,こ

れが現代女性に課せられたイニシェーションであると

いう捉え方も可能であろう。

引き離された女性性の二側面-「身体に根付く女性

性」と「霊魂(スピリット)に根付く女性性」-はど

のような形で再び出会い,結びついていくのだろうか。

このことは, Anoreχia nervosa (神経性食欲不振症)

の治癒プロセスを明らかにする際に重要であると同時

に,「父の娘」と呼ばれる現代女性に課せられたイニ

シェーションプロセスについて考える際にも一助とな

るであろう。しかし,筆者にとって,現段階において

このプロセスを明確に描き,その意味を把握すること

は非常に難しく,まだ不透明な点が多くある。したが

って,次節では,二つに引き離されたものが再び出会

うというプロセスを持つ,一つの神話を取り上げて,

その神話の流れを追うことで,「身体に根付く女性性」

と「霊魂(スピリット)に根付く女性性」が再び結び

つく様相についてヒントを得て, Anorexia nervosa

(神経性食欲不振症)の治癒過程及び,現代女性のイ

ニシェーションについて考える際の,今後の展望とし

たい。

5。ギリシヤ神話<デーメーテールとペルセポネ

ー>を用いて

ギリシャ神話「デーメーテールとベルセポネー」は,

母と娘の物語であり,母娘関係について考える際に多

くの臨床心理学者がこれを援用し,独自の解釈を試み

ている(橋本, 2000,高石, 1997,など)。しかしこ

こでは,先に述べたように,二つに引き離された女性

性の二側面が再び出会う可能性を探るという目的に添

ってこの神話を用い,論を展開したい。

まず,デーメーテールとベルセポネーの神話の概略

を示すと,以下のようになる。

~大母神デーメーテールの娘であるベルセポネー

が,冥界(地下)の王ハデスに地下の国へとさらわれ

てしまう。デーメーテールとベルセポネーの結びつき

は大変強かったため,デーメーテールは悲しみにくれ

て,土地を不毛にして娘を返してくれと神々に要求し

た。その結果,妥協策として,娘は一年の三分の一を

夫ハデスのいる冥界(地下)で,三分の二を母デーメ

ーテールと地上で暮らすこととなった。~

筆者は,この神話に,女性性の二つの側面が引き離

され再び結びつくさまを重ねてみたのであるが,具体

的には,まず,デーメーテールとベルセポネーが本来

結びつきが強かったという点を,女性性の二側面は元

来,源を一にしていたのではないか,という点になぞ

らえている。また,冥界の王ハデスによって,ベルセ

ポネーが地下へと連れ去れたところを,女性性の二側

面が引き離されたところと重ねて見ている。そして,

冥界(地下)に連れ去られたベルセポネーを, Ano-

rexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちが見せ

る「厳しく容赦のないところや怒り」に込められてい

る「霊魂(スピリット)に根付く女性性」と捉え,土

地を不毛にして悲しみにくれているデーメーテールを

「身体に根付く女性性」と捉えた。このように考えて

みると,強い結びつきを有していたデーメーテールと

ベルセポネーが強引に引き離されるという事件の後

に,ペルセポネーが一年の三分の一を夫ハデスのいる

冥界(地下)で,三分の二を母デーメーテールと地上

で暮らすことになったという結末からは,「霊魂(ス

ピリット)に根付く女性性」が地下と地上を周期的に

巡っていると考えられ,「霊魂(スピリット)に根付

く女性性」と「身体に根付く女性性」は地上で結びつ

き,一定期間が過ぎると離れ,また結びつき…を繰り

返すと言える。

このことから,次のようなことが推測される。つま

り,本来源を一にしていた女性性の二側面は,一旦切

り離されたことによって,より流動的な関係性を築く

ようになったと言え,混沌とした一から二という分化

が生じ,しかもその二側面は結合と分離を延々と繰り

252



愛知教育大学教育実践総合センター紀要第6号

返していくと考えられるということである。この流動

的な関係性,すなわち,「霊魂(スピリット)に根付

く女性性」と「身体に根付く女性性」は分離したまま

でも結合したままでもなく,その両方を行ったり来た

りするというあり方が, Anorexia nervosa (神経性食

欲不振症)の女性及び「父の娘」と呼ばれる現代女性

に対して,選択しうる一つの道をイメージとして捏示

してくれているのではないだろうか。

また,Woodman(1980)は, Anorexia nervosa

(神経性食欲不振症)の女性たちについて,「彼女らは

それぞれ肉体的なやせが,何か精神的な太りを導きう

ると信じている。彼女らが気づいていない点は,彼女

らの身体の中で体現されることを望む精神があるとい

うこと,そしてその精神と関係をもつことで,彼女ら

自身の女性としての存在を自覚することができるとい

う点である。彼女らがその精神に身を任せることによ

ってのみ,彼女らの身体は全体性をもたらす」と述べ,

さらに,「女性にとって純粋に精神的な経験は,熱情

とともに彼女の身体を貫かねばならない」とも表現し

ている。「精神」は,英語のSpirit (スピリット)の

訳であるので,WOodman(1980)の言う「精神」を,

先の「霊魂(スピリット)」とほぼ同義と捉え,これ

を「霊魂(スピリット)」に置き換えて考えてみると,

「霊魂(スピリット)に根付く女性性」と「身体に根

付く女性性」が付則不離の関係であり, Anorexia

nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちが顕現しよ

うとした「霊魂(スピリット)に根付く女性性」とは

身体を通してこそ具現化されると考えることができ,

「霊魂(スピリット)に根付く女性性」と「身体に根

付く女性性」が再び出会い結びつくこと(神話で言う

と,ベルセポネーが母デーメーテールと地上で暮らす

時期)の重要性が示唆されていると言える。しかし一

方で,先に述べたような両者の流動的な関係性を考慮

すると,両者が離れている時期(神話で言うと,ベル

セポネーが夫ハデスと冥界で暮らしている時期)もま

た必要であることが示唆され,そのことにどのような

意味が託されているのかについては,今後検討してい

く必要がある。

またさらに,「霊魂(スピリット)に根付く女性性」

が周期的に巡回することの意味についても考察する

と,周期的に巡回し,結びついては離れて,離れては

結びつくというイメージからは,関係の永続性が感じ

られ,特に,デーメーテールとベルセポネーが母と娘

であることを考慮すると,この神話になぞらえられる

エレウシスの秘儀にも見られるように,母と娘は死と

再生を司りながら,命の永続性を担っていくと言える。

母と娘の関係に焦点を当てて, Jung (1941)も次の

ように述べている。

「どの母親も娘を,どの娘も母親を,自分の中に含

んでいると言える。つまり,女性は誰でも,過去に向
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かっては母の中へ,未来に向かっては娘の中へ,と自

分を拡大する。この融即と混合から時間に関するあの

不確実さが生まれる。つまり,女性ははじめ母として

生き,後には娘として生きる。この結合を意識的に体

験することによって,世代を超えていき続けるという

あの感情が生まれるのである」(Jung,1941)。

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たち

の心理療法を通して,筆者は,最後のところでは,生

命と言う大きな環を担う存在としてのおんなであるこ

とで母娘が繋がりを有しており,自分たちが大いなる

生命の担い手としていのちをつなぐことを知り,「自

然や宇宙と感応するようなちから」(豊田, 1995)に

開かれていくことが,彼女たちにとって重要であるよ

うに感じられる。しかし,しばしば,彼女たちはその

ような「大いなる生命の法則」の中に自らがいるとい

うことを受け入れることができないように感じられ

る。それは, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)

の女性たちが,子を産み育てるという女性の成熟性

(すなわちそれは,大いなる生命の法則)を頑なに拒

むことにも表れている。 Woodman (1980)も,「大い

なる生命の法則」と同義的な表現として「大いなる女

神」という言葉を用い,「大いなる女神に従うことは,

人生をあるがままに受け入れることである」と言い,

Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性たちが

これに従うことができないことに言及している。ここ

でいう「大いなる生命の法則」や「大いなる女神」と

は,自然のリズムを意味しており,そこには,生きる

ことそのものに纏わる,悦びや哀しみ,そして厳しさ

や苦悩がある。つまりそこでは,万事は流転し,四季

は移り変わり,生あるものは死に,また新たな生か芽

生え,その生と死のサイクルが永遠に続くのである。

このような「常に変化し続ける生」を主体的に生きる

こと,すなわち,大いなる生命の流れの一端に過ぎな

い,しかし,尊い個としての人生を主体的に生きてい

ることが, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の

女性たちを始め,「父の娘」と呼ばれる現代女性に求

められていると考えることができるのではないだろう

か。

このように,デーメーテールとベルセポネーの神話

から, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の治癒

過程及び現代女性のイニシエーションについて考える

ための,いくつかの重要な視点が得られた。一つ目は,

「霊魂(スピリット)に根付く女性性]と[身体に根

付く女性性]が互いに流動的な関係性を築くというこ

とであり,両者は分離と結合を繰り返しているという

ことである。ここで重要なことは,分離,あるいは結

合のどちらかだけにウェイトが置かれるのではなく,

その両方を流動的に生きるという点である。二つ目は,

「霊魂(スピリット)に根付く女性性」が身体を通し

てこそ具現化されるという性質を持っている点であ
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る。Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性た

ちが拒絶し傷つける身体こそが,彼女たちが主張する

「霊魂(スピリット)に根付く女性性」を生かすので

あり,彼女たちが厭う身体からこそ癒しがもたらされ

るのだ,と言うことができるだろう。一方,「霊魂

(スピリット)に根付く女性性」と「身体に根付く女

性性」が一如であった際の「一にして全という混沌」

と,一旦分離した後の「結合としての一」は,おそら

く様相が異なっているように思われ,その違いについ

ては今後さらに検討する必要があるだろう(但し,結

合としての一も,また分離するのであるが)。最後に,

神話の中の,巡回するというイメージから, Ano-

rexia nervosa (神経性食欲不振症)の女性や「父の娘」

と呼ばれる現代女性にとっては,自然のリズムにのっ

とり,命の永劫性を担いつつ,個としての尊い生を主

体的に生きていくという,言わば「主体的受容性」を

引き受けていくことが必要不可欠である,という点が

指摘できると思われる。

これらの3つの視点は,なぜ,元来源を一にしてい

た女性性の二側面が二つに引き離されたのか,さらに,

それらが今後どのように結びついていくのか,につい

て明確な答えを与えてはくれないが, Anorexia ner-

vosa(神経性食欲不振症)の治癒過程及び「父の娘」

と呼ばれる現代女性のイニシェーションにおいて取り

組まなければならないテーマについて,いくつかの具

体的イメージや指標を示唆してくれているように感じ

られる。例えば,引き離された女性性の二側面が,分

離と結合を巡って流動的な関係性を保つことや,「霊

魂(スピリット)に根付く女性性」が身体を通してこ

そ生かされるという性質を持ち,身体からこそ癒しが

もたらされる可能性があること,などを心に留めてお

くことは, Anorexia nervosa (神経性食欲不振症)を

始めとしてその背景に現代女性のイニシェーションが

関与していると思われる事例に携わる際に,その事例

を理解するための一助となる可能性があるだろう。

6。終わりに

本論において述べてきたことは, Anoreχia nervosa

(神経性食欲不振症)の女性やAnorexia nervosa (神

経性食欲不振症)の娘を持つ母親との心理療法をはじ

めとした,日々の臨床経験を通して感じたことがベー

スになっている。現代社会において, Anorexia ner-

vosa(神経性食欲不振症)の女性が増えてきていると

いう背景には,これまで述べてきたような女性性に纏

わる問題が影響しているように思われ,ここには現代

社会が集合的に抱えている病が反映されていると感じ

られる。臨床場面で感じることを言葉にする難しさを

痛切に感じるが,今後もこの問題について慎重に考察

をすすめていきたいと思う。
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